
（現状の地域課題と事業目的）

（事業の概要）

取組の概要

上記の事業目的を達成するため、平取町、㈲振内交通、(一社)びらとり観光協会、㈱平取町アイヌ文化振興公社、(一社)びらとりウ
レシパと連携し、観光ニーズと住民ニーズのいずれにも合致する交通の運行方法を探るため、観光客向けの乗合タクシーを新千歳空港
と平取町の間で運行を行うと共に、発地への情報発信や着地での受入環境整備も実施する。

びらとり二次交通実証運行事業 応募様式A

平取町においては、アイヌ文化施設などの観光資源が存在するものの、公共交通機関に乏しく、新千歳空港からの移動手段や、住民
の札幌や新千歳空港までの移動手段が不足していることから、観光客の利便性と住民生活の両面に課題を抱えていた。そこで、新千
歳空港と平取町市街地・アイヌ文化関連施設を結ぶ乗合タクシーを運行することで、観光客の満足度や滞在時間を向上させると同時
に住民の移動の利便性も確保する。

事業の基礎情報

実施主体 平取町役場

事業実施地域 平取町

共創の類型 官民共創 ・ 他分野共創 （観光・まちづくり）

他分野共創の類型 観光・まちづくり

共創パートナー
㈲振内交通、(一社)びらとり観光協会、㈱平取町アイヌ文化振興公社、(一社)びらとりウレシパ

運行形態 道路運送法21条許可

運行主体 ㈲振内交通

びらとり二次交通実証運行協議会



（地域の関係者との連携・協働）

（実証事業により見込まれる効果）

取組の詳細

応募様式A

・平取町：事業の統括、関係機関との調整・連携、効果検証
・振内交通：実証運行
・びらとり観光協会：来訪者への宣伝周知、媒体制作、関係機関との調整
・アイヌ文化振興公社、びらとりウレㇱパ：来訪者へのアイヌ文化伝承活動関連施策の実践

地元事業者である、㈲振内交通と連携することで、町内の観光案内や住民のニーズ把握も含めた実証運行の適切な実施が行われ、
(一社)びらとり観光協会と連携することで、平取町を訪問する観光客への本事業の確実な情報提供が行われ、併せて㈱平取町アイヌ
文化振興公社、(一社)びらとりウレシパと連携することで、既存のアイヌ文化施設との調和の取れた受入環境整備が実施される。

平取町役場 観光商工課

事業の全体像・共創の仕組み

来訪者への宣伝周知、媒体制作、関係
機関との調整

一般社団法人びらとり観光協会

事業実施・情報提供

事業の統括、関係機関との調整・連携、
効果検証

実施主体

有限会社 振内交通

実証運行

運行主体

運行委託

来訪者へのアイヌ文化伝承活動関連施
策の実践

株式会社 平取町アイヌ文化振興公社

平取町アイヌ工芸伝承館ウレシパ来訪
来訪者へのアイヌ文化伝承活動関連施

策の実践

一般社団法人 びらとりウレㇱパ

実証運行の周知 受入環境整備

受入環境整備

びらとり二次交通実証運行協議会

びらとり二次交通実証運行事業

観光ＰR及び検証の相互連携

相互連携



（事業実施手順・スケジュール）

（補助事業実施後の予定）

取組の詳細

応募様式A

補助事業実施後は、今回の実証運行の結果を踏まえ、利用者数の実績及び利用者の年齢や居住地などの検証や収益性の評価を行
い、本格運行に向けて補助金に頼らない収支バランスの取れた運行について検討する。

びらとり二次交通実証運行協議会

びらとり二次交通実証運行事業

交

付

申

請

検証・評価

・利用者数の

実績

・利用者の年

齢及び居住地

等の検証ほか

事業実施

・実証運行

・運行時におけ

る観光ＰＲ

・観光客の受入

対応

実証事業計画

・告知対応（観光協会）
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